
　
九
月
九
日
に
開
会
し
た

二
〇
二
〇
年
第
三
回
定
例
県

議
会
は
、
九
月
二
十
九
日
に
上

程
議
案
に
対
す
る
採
決
が
行
わ

れ
、
二
十
一
日
間
に
わ
た
る
全

会
議
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
は
、
令
和
二
年
七

月
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
・
復

興
対
策
と
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に

係
る
補
正
予
算
の
編
成
を
議

決
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
に

伴
う
本
年
度
の
予
算
総
額
は

七
千
七
百
五
十
四
億
円
を
超
え
、

過
去
最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

■「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
加
え
、 

ま
た
も
や
自
然
災
害

　
今
回
の
七
月
豪
雨
で
は
、
県

内
十
九
の
観
測
地
点
の
う
ち
九

地
点
で
四
十
八
時
間
雨
量
が
観

測
史
上
最
大
を
記
録
し
、
被
害

額
は
平
成
二
十
四
年
・
二
十
九

年
の
九
州
北
部
豪
雨
を
上
回
る

状
況
で
し
た
。

　
県
は
今
議
会
で
事
業
化
さ
れ

た
予
算
と
「
復
旧
・
復
興
推
進

計
画
」に
基
づ
い
て
本
格
的
な
復

旧
・
復
興
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
検
査
・
医
療
提
供
体
制
の
充

実
、社
会
経
済
の
再
活
性
化

　「
新
型
コ
ロ
ナ
」
に
対
し
て

は
、
こ
れ
か
ら
季
節
性
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
を
踏
ま

え
た
検
査
対
応
を
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
加
え
、
抗
原
検

査
を
組
み
合
わ
せ
た
体
制
整
備
と

重
点
医
療
機
関
に
お
け
る
高
度
医

療
設
備
の
整
備
等
を
支
援
し
、
受

入
体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
同
時
に
、
新
し
い
生
活

様
式
へ
挑
戦
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
等
を
後
押
し
す
る
ほ
か
、

先
端
技
術
を
活
用
し
た
産
業
創

出
の
加
速
な
ど
、
県
経
済
の
再

活
性
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
事
業
概
要
は
裏
面
に
掲
載
）

　
九
月
に
招
集
さ
れ
た
第
三
回

定
例
県
議
会
に
て
、
私
は
次
の

六
つ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

〈
質
問
項
目
〉

一
．
地
域
公
共
交
通

二
．
持
続
可
能
な
観
光

三
．
花
に
関
連
す
る
施
策

①
花
き
生
産
振
興
と
消
費
拡
大

②
花
を
通
じ
た
教
育

四
．
新
交
通
管
理
シ
ス
テ
ム
の

運
用
状
況
と
利
用
拡
大

五
．
ダ
ム
等
の
洪
水
調
整
機
能

六
．
戦
争
遺
跡
の
保
存
・
伝
承

－

持
続
可
能
な
観
光

－

　
（
木
田
）国
内
外
に
及
ぶ
コ
ロ

ナ
禍
に
加
え
、本
年
の
七
月
豪
雨

災
害
に
よ
り
、本
県
の
観
光
関
連

産
業
は
、過
去
に
比
較
で
き
な
い

ほ
ど
甚
大
か
つ
深
刻
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
外
的
要
因
に
対
す
る
脆
弱

性
を
克
服
し
、観
光
産
業
を
持
続

可
能
な
も
の
へ
再
構
築
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

安
心
・
活
力
・
発
展
プ
ラ
ン

２
０
１
５
に
お
い
て
本
県
観
光

産
業
の
振
興
に
関
し
て
は
、「
国

内
外
の
諸
情
勢
に
対
応
で
き
る

力
強
い
産
業
へ
の
構
造
転
換
が

不
可
欠
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
構
造
転

換
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
、
ま

た
、
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

を
果
た
し
、「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
」
に
お
け
る
持
続
可
能
な
観

光
の
在
り
方
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
、
見
解
を
お

尋
ね
い
た
し
ま
す
。

　（
答
弁
）サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加

価
値
化
に
よ
る
宿
泊
単
価
の
引

き
上
げ
な
ど
経
営
力
の
向
上
を

図
る
ほ
か
、
県
内
や
近
県
へ
の

旅
行
、い
わ
ゆ
る
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等

の
「
新
し
い
旅
の
か
た
ち
」に
対

応
し
た
誘
客
の
取
組
に
よ
り
、

観
光
産
業
の
構
造
転
換
を
進
め

ま
す
。
雄
大
な
自
然
と
人
間
社

会
が
共
生
す
る
形
で
こ
れ
ら
の

地
域
が
発
展
す
る
「
持
続
可
能

な
観
光
」
の
視
点
が
重
要
で
す
。

自
然
と
調
和
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
開
発
な
ど
に
よ
り
、
大

分
の
観
光
の
更
な
る
魅
力
向
上

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

－

花
を
通
じ
た
教
育

－

　（
木
田
）
子
ど
も
た
ち
に
身

近
に
花
に
触
れ
る
機
会
を
設

け
、
花
を
通
じ
て
自
然
を
感
じ

て
も
ら
い
、癒
し
や
安
ら
ぎ
、感

動
の
心
を
育
む
土
壌
を
つ
く
ろ

う
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
県
等
と

の
共
催
に
よ
る「
夢
一
輪
運
動
」

が
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

現
状
、
こ
の
事
業
の
会
場
が

大
分
市
の
み
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
参
加
す
る
小
学
校
は
大
分

市
近
辺
の
学
校
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
全
県
下
の
子
ど
も
た

ち
に
教
育
の
一
環
と
し
て
こ
う

し
た
機
会
が
設
け
ら
れ
な
い
も

の
か
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

全
県
下
の
子
ど
も
た
ち
に
花

の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
た
め

に
は
、
学
校
に
お
い
て
主
体
的

な
取
組
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す

が
、県
教
育
委
員
会
と
し
て
、農

林
水
産
部
と
連
携
し
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　（
答
弁
）
夢
一
輪
運
動
で
は
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
「
心
が
ポ
カ

ポ
カ
に
な
っ
た
」「
花
と
の
出
会

い
を
宝
物
に
し
た
い
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
豊

か
な
心
の
育
成
に
繋
が
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
県
内
各

市
町
村
で
は
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
は
年
間
を
通
じ
た

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
と
し
て
も
関
係

機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
花

に
関
わ
る
様
々
な
活
動
を
通
し

て
、
豊
か
な
感
性
が
育
ま
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

－

戦
争
遺
跡
の
保
存
・
伝
承

－

　（
木
田
）先
の
大
戦
の
終
結
か

ら
七
十
五
年
が
経
ち
、
今
や
戦

後
生
ま
れ
の
世
代
は
総
人
口
の

八
十
五
％
と
、
戦
争
体
験
者
か

ら
平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
機
会
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
今
、悲
劇
の
体

験
を
ど
う
や
っ
て
継
承
し
て
い

く
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
各
地
の
戦
争
遺

跡
の
老
朽
化
と
保
存
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
の
記
憶

が
遠
の
き
つ
つ
あ
る
今
、「
も

の
言
わ
ぬ
証
言
者
」
と
し
て
戦

争
遺
跡
の
存
在
意
義
は
と
て
も

重
要
で
す
。

　

遺
跡
に
は
書
籍
や
映
像
を
上

回
る
伝
え
る
力
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
戦
争
の
現
実
と
、
お
び

た
だ
し
い
命
と
引
き
換
え
に
得

た「
教
訓
」
を
後
世
に
引
き
継

ぐ
事
は
永
遠
に
変
わ
る
こ
と
の

な
い
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

本
県
の
戦
争
遺
跡
の
調
査
・

保
存
、
そ
し
て
平
和
の
尊
さ
を

継
承
す
る
取
組
に
つ
い
て
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　（
答
弁
）「
戦
争
遺
跡
」
を
含

め
た
近
代
の
遺
跡
等
を
調
査

し
、
歴
史
的
な
評
価
等
に
つ
い

て
検
討
し
、
保
護
の
必
要
な
も

の
に
つ
い
て
は
指
定
制
度
等
を

通
じ
て
保
存
と
活
用
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
歴
史
や
遺
跡
か
ら
平
和
の
尊

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
文
化
財
の
適
切
な
保
存
と

活
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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災
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型
コ
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を
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　補正予算の成立により、７月豪雨
による甚大な被害に対し、道路・河
川・農地等の復旧を進めるとともに、
被災事業者への支援が行われます。
　また、新型コロナウイルス感染症
拡大防止と、新しい生活様式を踏ま
えた社会経済の再活性化との両立
に向けた取組が進められます。

 （予算額は既決予算との累計）

【補正予算総額】
71,122,189千円

１．令和２年豪雨災害復旧・復興対策

①商工業、観光への支援
１．なりわい再建支援事業
　被災した中小企業等の復旧・復興
を後押しするため、施設及び設備の
復旧等に対する経費を助成する。
・補助率：３／４または５／６

【3,966,841千円】
２．観光誘客緊急対策事業
　Go Toトラベル事業実施時に被災
地域や風評被害を受けた観光関連産
業を支援するため、Go Toトラベル
事業と同等の誘客対策を実施する。
・割引額：旅行代金の１／２
＊感染症の状況等を注視し、実施期

間等は柔軟に対応する
【1,067,982千円】

②社会インフラ等の復旧
　被災した道路、河川などの公共土木
施設の原形復旧を行う。また、災害の
再発防止のため、河道拡幅や護岸かさ
上げ等の機能強化を行う。被災農地や
水路・ため池等の農業用施設、林道や
山地崩壊等の復旧を行う。

【33,302,176千円】

２．新型コロナウイルス感染症対策

①感染拡大防止策と医療提供体制の整備
１．感染症予防対策事業
　「新型コロナ」の医療提供体制を
強化するため、専用の病棟を設置す
る医療機関が行う高度医療設備の整
備に要する経費を助成する。
・補助対象：生体情報モニタ等
・補助率：10 ／ 10

【14,229,922千円】
２．新型コロナウイルス感染症疑い

患者受入体制確保事業
　「新型コロナ」疑い患者を受け入れ
る救急・周産期・小児医療機関（35
病院）が行う設備整備や物品購入等
に要する経費を助成する。
・補助対象：簡易陰圧装置等
・補助率：10 ／ 10

【２,072,229千円】
②生活の維持や事業・雇用の継続

１．生活福祉資金貸付事業
　感染症の影響により収入が減少

した世帯（フリーランス、個人事業
主を含む）の生計等の維持を図るた
め、緊急小口資金等の特例貸付を実
施する県社会福祉協議会へ貸付原資
を補助する。
・補助率：10 ／ 10
（緊急小口資金）

・貸付上限：20万円以内
（総合支援資金）

・貸付上限：15万円又は20万円以内
【9,322,608千円】

２．中小企業・小規模事業者応援金
給付事業

　感染症による影響の長期化が懸念
されるなか、事業の継続・雇用の維
持や「新しい生活様式」の実践に取
り組む県内の法人や個人事業者に給
付する応援金を増額するとともに、
給付済みの者に追加給付する。
・法人：給付額50万円
・個人事業者：給付額25万円

【6,943,570千円】
③社会経済の再活性化

１．新しいかたち定着促進事業
　ニーズが高まりつつある「ワー
ケーション」を推進するため、企業
と宿泊施設が連携した実証を行う。
また、別府コンベンションセンター
における「３密」防止対策を徹底す
るため、分散会場として活用可能な
スペースの改修等を行う。

【60,192千円】

２．県産品ＥＣ販売拡大支援事業
　県産品の販売をさらに促進するた
め、大手ＥＣサイト等を活用したＷ
ＥＢ物産展を開催するとともに、割
引クーポンを発行する。
・対象期間：Ｒ2.12月～Ｒ3.3月
・割引率：30％

【177,957千円】
３．木材消費拡大緊急対策事業
　住宅・オフィス等における県産材
の利用拡大を図るため、「新しい生
活様式」の実践に向けた改修工事に
要する経費を助成する。
・補助対象：木工事、内装材等
・補助額：補助率１／２又は面積当た

り基準額のいずれか低い金額
【229,188千円】

④感染症に強い経済構造の構築
１．中小企業等テレワーク導入推進事業
　在宅勤務やＷＥＢ会議等のテレ
ワークを推進するため、優良事例の
収集や導入支援セミナーを開催する
ほか、ＩＣＴ及び労務管理に関する
専門相談窓口を設置する。また、テ
レワークによる生産性向上等、モデ
ル的な取組を実施するための機器導
入等に必要な経費を助成する。
・補助率：２／３　・限度額：50万円

【21,071千円】
２．大分で働く魅力発信事業
　「新しい生活様式」に対応した人
材確保の手法を普及するため、県内
企業や大分の魅力情報等を都市部の
学生等に発信するとともに、オンラ
イン企業説明会等を開催する。

【34,680千円】

公式LINEはコチラ
木田昇の議会・政務活動を随時更新中。

＊ＱＲコードからお友達登録を
  よろしくお願いします。

県民クラブＨＰはコチラ
http://www.oct-net.ne.jp/kenmin-club/

ご意見・ご要望なども、
お気軽にご連絡ください！

「
ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
フ
」

の
元
会
長
ら
が
詐
欺
容

疑
で
逮
捕
さ
れ
ま
し

た
。
容
疑
は
、
か
つ
て

の
「
豊
田
商
事
」
事
件

と
同
じ
く
、「
販
売
預
託
商
法
」

を
利
用
し
た
あ
る
意
味
「
古
典

的
」な
手
口
と
み
ら
れ
ま
す（
販

売
預
託
商
法
は
法
改
正
に
よ
り

原
則
禁
止
に
な
る
予
定
）▼
一

方
、
近
年
は
「
特
殊
詐
欺
」
な

る
新
型
の
詐
欺
が
多
数
発
生
し

て
い
ま
す
。
県
内
で
も
被
害
が

後
を
絶
た
ず
、
毎
年
二
億
円
程

度
の
被
害
が
続
い
て
お
り
、
一

人
当
た
り
の
被
害
額
は
高
齢
者

ほ
ど
大
き
い
傾
向
に
あ
る
よ
う

で
す
▼
大
分
県
で
は
「
大
分
県

特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止
条
例
」

が
制
定
（
令
和
二
年
四
月
施

行
）
さ
れ
、
犯
行
拠
点
（
ア
ジ

ト
）・
架
電
先
リ
ス
ト
（
名
簿
）

対
策
な
ど
、「
オ
ー
ル
大
分
に

よ
る
総
合
的
な
対
策
」
が
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
▼
ま
た
最
近

は
、「
電
子
決
済
不
正
引
き
出

し
」
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
な
ど
便

利
さ
を
追
求
す
る
の
は
良
い
で

す
が
、
シ
ス
テ
ム
の
構
造
的
欠

陥
の
被
害
を
受
け
る
の
は
国
民

で
す
か
ら
、
政
府
に
お
い
て
は

厳
格
な
規
制
と
チ
ェ
ッ
ク
を
お

願
い
し
た
い
で
す
▼
特
殊
詐
欺

被
害
者
の
約
九
割
は
「
自
分
は

騙
さ
れ
な
い
」
と
思
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

む
中
で
、
詐
欺
や
不
正
の
手
口

は
更
に
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

「
怪
し
く
」
感
じ
さ
せ
な
い
の

が
向
こ
う
の
手
口
。「
新
型
コ

ロ
ナ
」
は
も
ち
ろ
ん
、
世
の
中

に
潜
む
様
々
な
危
険
に
十
分
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

竹の子記

木田昇の
防災士

防災
メモ

－事前の備え－
いざという時に備え、災害時の対応方

法や防災用品の準備など「災害時の我
が家のルール」を家族全員で話し合って
確認しておくことが大切です。（一年に
一度は家族防災会議を行いましょう）

家族防災会議では、「ハザードマップ
等から自分の住む地域の災害リスクを
確認」「避難場所や避難所への経路を実
際に歩いてみる ( 昼と夜 )」「家庭内の備
蓄品、非常持ち出し品の準備 ( 季節も考
慮 )」「家族の連絡方法の確認」などを話
し合い、確認しておきます。

それらの内容は、安全に避難する行動計
画「マイタイムライン」に記入しておき、
警戒レベルのどの段階で避難行動を始め、
何を持ち出すのか等を家族で共有します。

なお、防災用品は家族構成や地域特性
によって変わってきますが、できる限り

「普段から使えるもの」を揃える、あるい
は「普段から使うよう」に心がけておき
ましょう。（不要に際限なく増えすぎな
いようにご注意を）

「新型コロナ」「７月豪雨災害」対策事業概要

最近の動き最近の動き
７月
▷第２回定例県議会閉会
▷地域課題別研究会 in 日田

過疎化の進む中津江村の地域
づくり、林業活性化、豪雨災害
で不通となった日田彦山線の
復旧等について地元の皆さん
と意見交換。
▷ＡＰＵの学生さんとの意見交換

地球温暖化や海洋プ
ラスティックゴミの
問題、気候変動非常事
態宣言の発出、環境に
配慮した観光づくり
等について話し合い。

（内容は９月議会で発
言に反映）

▷令和２年７月豪雨・災
害ボランティアへ参加
記録的短時間大雨情報が
発せられ県内各地に大き
な被害が発生。コロナ禍
の影響で県外からのボラ
ンティア参加が制限され
るなか、九重町の復旧作
業に参加。
▷福祉保健生活環境委員会県内所管事務調査（津久見
市社会福祉協議会ほか）
▷政策検討協議会現地調査（県立聾学校、県聴覚障害
者センター）ほか

８月
▷民間病院における「新型コロナ」対応について意見
交換
▷地方自治研究センター学習会
▷大分政経懇話会
▷2021年度当初予算
編成に関わる県知事
要請
新年度の県予算編成
に関し、連合大分の政
策提言や働く人の要
望を取りまとめて県
知事へ要請書を手交。
▷福祉保健生活環境委
員会県内所管事務調
査（中津児童相談所、
ＮＰＯ法人まど風月
館大学校）ほか

９月
▷第３回定例県議会開会
▷大分県立病院精神医
療センター開所式
多くの県民が待ち望
んだ県立精神科を設
置。他施設で対応困
難な急性期患者等に
対し、短期・集中的治
療を365日24時間体制で対応。
▷地域課題別研究会 in 宇佐
▷大分政経懇話会、県議会政策検討協議会ほか


